
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

入場行進       選手宣誓       応援団（赤）    応援団（白）    パン食い競争 

 

玉入れ（赤）   玉入れ（白）     綱引き（赤）    綱引き（白）     小学校表現 

大玉ころがし    中学生表現       台風の目     くろしお会種目    紅白リレー 

  「きく」 
                              中学校副校長 天花寺 正巳 

 

 ９月３０日（土）に実施された八丈管内中学校陸上競技記録会におきましては、関係の皆様のお力

添えにより、本校中学生が無事参加できましたことに深く感謝申し上げます。競技を終えて帰島し

た生徒たちの表情が笑顔であふれていたのは、充実した１日を過ごすことができたことの証だと感

じました。お世話になった皆様、本当にありがとうございました。 

 

 さて、この巻頭言を御覧の皆様は「きく」を見て何を思い浮かべるでしょうか？ 

 「菊」…キク科キク属の植物。秋に咲く花。 

 「効く」…作用・効果が現れる。 

 「利く」…日本酒の味を見る。    など、いろいろあります。 

 今回は「聞く」「聴く」「訊く」について、考えてみたいと思います。 

 一般に「聞く」は、「自然に耳に入ってくる」、「聴く」は「理解しようと自ら進んで耳を傾け

る」と使い分けることが多いようです。そして、「訊く」は「問う、尋ねる」という意味ですね。 

 先日、中学校の国語「聞き上手になろう」という単元の授業を参観しました。国語の授業の目標

の1つに「社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う」こと

があります。まさにその目標を達成するための授業でした。 

 授業の受け売りになりますが、円滑なコミュニケーションのためには、最初から自分のことばか

り話すのではなく、まず相手の話を「聞く」ことが大切です。そして、相手とお互いの理解を深

め、より相手の感情や言葉の意味を知るためには「聴く」ことが大事になってきます。さらに、

「訊く」ことで、たくさんの話を引き出したり、対話が充実したりしていきます。 

 今回の授業では、この「訊く」練習として、教員のスピーチを聴いて、その後に質問したり、別

の教員にインタビューしたりしていました。これを見ていて、「きく」にはいろいろな意味があり

ますが、社会生活の中ではどの「きく」も本当に大切だな、自分にはまだまだ足りないな、と感じ

ました。 

 会話の中では、ついつい自分の話ばかりしてしまう私ですが、これから、少しでも「きき上手」

になれるよう、私に「効く」いい方法があったら教えてください。 

 

 
 

         

 

 

生活目標 ・時間を意識して活動しよう ・生徒会会員としての意識を高める 

保健目標 ・目を大切にする 

給食目標 ・食事の作法を守ろう ・望ましい食生活について考える 

 

 

 
『自 立』 

・自ら考え、工夫し、 

進んで学びつづける生徒 
・心豊かで、互いに 

尊重し合える生徒 
・心身ともに健康で、 

たくましく生きる生徒 

中学校教育目標 
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『自 立』 
・よく考え やりとげる子  

・思いやりがあり       

助け合う子 
・明るく たくましい子 

小学校教育目標 
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基本的生活習慣の確立-「早寝・早起き・朝ご飯」の推進- 
小中学校では「早寝・早起き・朝ご飯」をはじめ、十分な睡眠、バランスの取れた食事、適切な運動な

ど、規則正しい生活習慣の大切さについて指導しています。子供は、夜遅い時間まで大人と同じ生活リズ
ムで生活していると、体調を崩しやすくなります。警視庁ホームページには、「何人も、保護者の同意な
く、又は正当な理由なく、深夜に青少年を連れ出し、同伴し、とどめてはいけません。・・・」等、東京都
青少年の健全な育成に関する条例の概要について記載されています。子供達の健全育成のために、「午後
９時までの就寝」「朝食を食べる」など、「早寝・早起き・朝ご飯」の取組の推進にご理解・ご支援くださ
いますようお願いいたします。（青少年：１８歳未満の者 深夜：午後１１時から翌日午前４時まで） 

 

１６日（月）
      
１７日（火）小読み聞かせ 
１８日（水）児童集会 
１９日（木）

 
２０日（金）
２４日（火）人権集会 
２５日（水）児童集会 
２６日（木）中朝会 体育館清掃 SC来校  
      
２７日（金）  
２９日（日）   
３０日（月）振替休業日 
３１日（火）小読み聞かせ 

１日（水）児童集会 安全指導 小計測 
 ２日（木）中朝会 中計測  
 ３日（金）文化の日  
 ４日（土）東京都教育の日 
 ５日（日）英検２次9:00～  
６日（月）全校朝会  

 ７日（火）
 ８日（水）児童集会 島しょ研修 
９日（木）中朝会 小かんも収穫  

１３日（月）  
１４日（火）小２・３生活科・社会科見学始 

１５日（水）児童集会 
 

  
   

 

４ 

 

https://2.bp.blogspot.com/-bsU7PQpPjEU/U8Xkx10jejI/AAAAAAAAi4E/BAfM-wOxnIg/s800/tsuki_title10.png
https://www.irasutoya.com/2014/10/blog-post_11.html
https://www.irasutoya.com/2013/03/blog-post_6.html


 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

                    

              

今回の八丈陸上記録会は、八丈町立富士中学校で開催され、青ヶ島中学校は３年ぶりの参加

となりました。前日には八丈町立三原中学校と合同練習をし、親睦を図ることができました。

一緒に参加するリレー種目では、スムーズなバトンパスができるように、何度も練習を繰り返

しました。当日は、日差しが強すぎることなく、最高の天気の中で、行うことができました。

競技はもちろん、応援にも熱が入り、非常に盛り上がっていました。 

互いに切磋琢磨する姿や自分たちの競技だけでなく、他の学校や 

仲間達の応援をする姿を見て、改めて八丈陸上記録会の大切さを感 

じました。健康面で支えていただいた保護者の皆様をはじめ、多方 

面で支えて下さった方々に感謝申し上げます。 

 

 

 

 

               

「外国人講師や外国の学校との交流を通して、自国や他国や地域の文化等について理解を深め

る」、「日本や青ヶ島の文化、自分自身のこと等について、他国や地域の人々に、様々な方法で表

現する力を育てる」等の資質・能力を育成するために、１年間を通して、国際交流学習を行って

います。７月にはオーストラリアの現地校とオンライン交流をし、児童・生徒にとって海外の文

化等に触れる貴重な経験となりました。 

１２月５日（火）に行われる国際交流会は、国際交流学習の一環として実施します。今年度

は、メキシコ大使館からメキシコ大使を含む２名をお招きします。児童・生徒が英語科等で学習

した成果を生かしたスピーチやメキシコ大使館の方による文化交流等の内容を予定しています。

また、当日の給食は、メキシコ料理を大使の方々と一緒にいただきます。 

保護者・地域の皆様、学校運営協議会委員の皆様、是非ご参観ください。 

 

 

 

 ９月２５日（月）に、小学校５・６年生の児童を対象に、個別的な視点からの取組「人権課
題：女性」で研究授業を行いました。まず導入で、歴代総理大臣や様々な会社の社長、学校の
管理職等には男性が多いことに気付かせ、「なぜ、女性が指導的地位に少ないのか。」「外で
働いている女性が男性より少ないのはなぜか。」等、様々な問題について話し合いました。 
また、令和４年８月の人権擁護に関する世論調査で、「男女の固定的役割分担意識に基づく

差別的取扱いを受けること」という人権問題を挙げた割合が47％であったことから、児童にと
って身近である家事や育児に焦点を当てて、男性と女性の役割分担について考えました。 
 児童からも、「これは、どっちでもできる。」「得意な方がやれば良い。」などという声が
出ていました。児童にとっても教職員にとっても、男女の固定的役割分担意識について、考え

ることができた有意義な時間となりました。 

                                  
 

今年度は、小学校２・３年生が、１１月１４日（火）から１７日（金）の３泊４日で八丈島へ行
ってきます。大賀郷小学校へ１日体験入学をしたり、あしたば加工工場やスーパーあさぬま、警察
署、消防署を見学したり体験したりします。４日間、２・３年生でルールを守り協力しながら、楽
しく、安全に気を付けながら活動していきたいと思います。 

                            小学校 2年生 
 日曜日に、うんどうかいがありました。 
 中学生がつなひきをやっているときにきゅうにつながきれたのでびっくり
しました。みんなころんでたのでけがをしたのかなと思いました。もしじぶん
がつなひきをやっていたら、ないていたとおもいます。 
先生や村の人たちが力強くてきれたのかなと思いました。 

                          小学校 2年生 
９月１７日、うんどう会がありました。今年は、４年ぶりの村人もさんか

できるうんどう会でした。きょ年よりきょうぎが多かったので、大へんでし
た。中学生と村人がつなひきをしていたときに、いきなりつなが切れたので
びっくりしました。らい年はどうするんだろうと思いました。らい年もがん
ばります。 

「最初で最後の運動会」                 中学校１年生 
私は、３歳からこの島にきて９回運動会に参加してきました。保育園では親子競技、小

学校の４年生までは先輩達が考えたくろしお会種目に参加していました。また、５年生に

なってからは先輩達と種目を考える運営側として働くこともありました。そして今年は、

中学生となって初めての運動会でした。また、コロナ禍が明け、久しぶりに村民が参加で

きる青ヶ島ならではの運動会となりました。その中でも印象に残ったことが３つありま

す。１つ目は、応援団の形が変わったことです。村民の方々や応援団の位置、児童生徒の

全員参加、そして台本の順番などが変わりました。最初は、これまでと違う形に不安しか

ありませんでした。ですが、練習を重ねる中で、低学年が自分で行動できるようになって

きたことで不安が楽しみになっていきました。２つ目は、これまで見たことがなく、衝撃

的な出来事があったことです。それは綱引きの綱が切れたことです。初めての綱引きで、

あの時は何が起きたか分からなかったけれど、後から動画を見るとすごい音で綱が切れ、

参加していた人が一斉に転んでいました。最後は、応援団の寸劇を考えたり、中学校表現

では振付を覚えたり、本番では、出る種目が多く、運動会中ほとんど走っていたことで

す。運動会の結果は紅組が負けてしまったけれど、村民の方々と走ったり、友達と協力し

たり、みんなと笑ったりして、とても楽しかったです。 

 

 

 

９月１７日（日）の運動会では、晴天に恵まれ、保護者、地
域の皆様など多くの方々にご参加いただき、盛大に開催するこ
とができました。片付けまで、ご協力・ご支援いただき、心か
ら感謝申し上げます。 
当日は、児童・生徒一人一人が各競技で活躍しました。１０

月号では、小学校２年生と中学校１年生の作文を紹介します。 
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